





Since 1952 up to 1979， the Communist Government of China has controlled re-
search and teaching of sociology to the point of prohibiting it. Because of the Marx-
ism-Leninism and the thought of Mao Ze-dong that became an instruction principle 
of the nation was not compatible with sociology that was considered to be a bour-
geois science by the Communist Government. 
However， there was a period that sociology could be rehabilitated. That was the 
time of the Hundred Flowers Movement [百花斉放・百家争鳴]，仕omearly 1956 to 
mid-1957. It was recommended by the Communist Party to state one's opinion; 
even ωcriticize the Party was said to be without blame. As a matter of fact， intel-
lectuals voiced dissatisfaction to the Party. Sociologi自tsthat had carried on sociology 
in the pa日tproposed to reconstruct sociology for the N ew China. 
For that per・iod，there are many article日 concerningthe factors and proωsses 
that lead to the Hundred Flowers Movement and to f切m the Hundred Flowers 
Movement to the Anti Rightist campaign. Also， article日thattouch on the intellectu-
als who demanded political reformations are relatively numerous. 
However， in Japan， there is no research that focuses on the views of s∞iologists 
about the reformation of Chine日esociology. 
The main purpose of this paper i自 toexamine how Chinese sociologists saw the 
situation of sociology and how they expanded it in the New China. To make this clear 
1 mainly rely on the views of Fei Xiao-tong [費孝通]田dWu Jing-chao [呉景超]. 





















ス 11名，日本 10名，イギリス 9名， ドイツ 4名，ベルギー 1名，留学経験なし 28名，アメ








美他編『新社会学辞典』有斐閣， 1993年の pp.1566 ~ 1568の「中国の社会学J(青井和夫・若
林敬子共筆)の記述のなかで中国社会学社，社会学刊などの事実関係について，誤りがあるの
で指摘し，訂正しておいた(5)0> 

















































いった。その結果， 1952年 12月には全国で 21あった社会学部が中山大学と雲南大学の二つ
になってしまった (1953年にはこの両学部も廃止される)(12)。しかし反右派闘争が始まるやいな
や社会学は「禁区J(立ち入り禁止区域)に転じた(この時，人口研究も禁止された)。






































































































1957年 6月 8日には「人民日報」社説に「これはどうしたことかjが掲載され， I百家争鳴j
が「反右派闘争jに切り替った。費孝通も，この時科学院を中心とする学術界の反右派闘争の







































































































































































(1) 秋元律郎 I日本社会学史 形成過程と思想構造 』早稲田大学出版部， 1979年， 43-48ページ。
三谷太一郎「日本近代化とハーパート・スベンサーJr二つの戦後 権力と知識人-J所収，筑摩
書房， 1988年， 87-94ページ。




(3) 孫本文『当代中国社会学j勝利出版社公司. 1948年. 319~327 ページ。
(4) 孫本文「晩近中国社会学的発展趨勢j中国社会学社編『社会学刊j第6巻合刊. 1948年 1月.46 
~47 ページ。また，韓明諜によれば社会学部 20 学部，学生数 975 人，社会学部に近い家政学部が
5学部，学生数 110人，人類学部が3学部，学生数5人があったという(韓明諜著・星明訳「中国







年代 (1903年前後)以前に， 中国では社会学という用語は 1896年，語嗣同の著 rf二学J(西順
蔵・坂元ひろ子訳『仁学j 岩波文庫. 1989年.22ページ)のなかにはじめであらわれている














指摘と訂正その(3)1 r社会学刊J(1927-32) J (p. 1566)となっている。しかし『社会学刊jは1929
年7月創刊，日中戦争のために 5巻3号で休刊し. 1948年 1月第 6巻合刊として発行されたが，
これが最後の巻になった。
指摘と訂正その(4)1"・H ・台湾には.Chinese Sociological Association of Taiwan (1930年創立，
…) J (p. 1568)とある。しかし，日本の植民地であった台湾で社会学会が成立したとは考えに














(8) Wong Sui-lun， Sociology and Socialism in Comtemporary China， Routledge & Kegan Paul， 
1979， p.49 
(9) Wong Sui-lun， ibid.， p.51 
(10) r社会学評論jの文献目録および文部省学術情報センターのデータベース(雑誌記事索日1)によ
る。 WongSui-lunの向上書では reassertionof sociology (pp. 48~59) として，またR. David 
Arkush， Fei Xiaotongαnd Sociology in Revolutωnary China， COUNCIL ON EAST ASIAN 
STUDIES， HARVARD UNIVERSITY， 1981の8章では THEHUNDRED FLOWERS AND AF-
TERとして百花斉放・百家争鳴と反右派闘争期の社会学が述べられている。
(1) ソ連は 1920年代のはじめから社会学を批判し， 1930年代には社会学部を廃止し，社会学の研究も
禁止していた。 1953年3月のスターリンの死後， 1956年の第 20回ソ連共産党大会でのスターリ
ンの独裁政治批判とともに雪解け時代を迎え， 1958年，ソ連杜会学協会が成立し，社会学も回復
した。



















岡本稿で取り上げた呉景超「社会学在新中国選有地位鳴?J (r新建設J， 1957年 1月)のことである。
当時，毛沢東は「文塵報」を共産党批判のための新聞に指定した(季衛東「中国の発展と知識人の
役割J.1990年 10月6日，連続セミナー『現代中国の諸相J，京都国際交流センターでの発表)。
(1'竹 中央民族学院副院長を 1952年から 1957年まで務める。
(18) 11956年アムステルダムにおいて開催された第3回国際社会学会連合の大会には，中国も出席参加
を要請され乍ら前後の事情で参加するに至らなかったJ(金子載「中国社会学の近況Jr社会学評
論j第8巻第 3号， 1958年. 107ページ)。









備した。しかし，これまでそのどれも講義する機会を得ていないJ(Wong Siu-lun， 1979， op. cit.， 
pp. 44-45.)。韓明漢によれば， r定県社会概況調査J(1933年)は定県の詳細な調査書であり，以
来多くの調査がこの本を原本にしたといわれる(韓明諜，前掲書， 1987年， 209ページ)。
(倒 北平社会調査所のこと o 1924年，中華教育文化基金理事会が北京で成立し，調査部の責任者に陶
孟和と李景漢が責任者になった。 1926年に，北平社会調査所と改名した(韓明諜，前掲書， 1987 
年， 207ページ)。北平とは北京の別称で晋，階，明初および中華民国時代の名称である。
担1) 費孝通「費孝通在『争鳴J月刊招開的座談会上的発言(摘録)J。本稿ではその一部を取り上げた。




似) 1社会学研究会成立 中国社会科学院決定成立社会学研究所jの記事を掲載した「人民日報J1979 
年3月21日付での胡喬木(中国社会科学院院長，当時)の発言C
(2) 韓明諜著・星明訳，前掲訳， 1995年， 199-200ページ。
俗)水羽信男 11950年代における章乃器の言論活動とその挫折 『百花斉放・百家争鳴』から『反右
派閥争jへー」広島史学研究会『史学研究1，第 190号， 1990年 10月， 41ページ。



























































































































(3) 北京大学に社会学部を設置することを提案する O 将来，どこに設置するかはまた検討すれば
よい。 30~40 人がまず実際の活動を行なう。
(4)李景漢の発言



























(1 ) 暫く専門機構を成立できない。1.労働幹部学校， 2.民族学院， 3.人民大学。





(2) 目下の活動に対して，科学院は今年 5万元を給付し， 5人を組む。
(3) 目下の活動に必要なことは，北京からそう遠くない土地に人口 20~30 万の実験県を選び，












(4) 組織を起こす。1.社会学部一呉文藻番光旦，雷潔魂，林耀華， 2. 人口一陳達， 3. 都市
コニユニテイ研究李景漢，呉景超，趨承信。
l∞-
労働幹部学校整風弁公室整理
(ほし あきら/社会学部社会学科)
